
                          
 

「
ス
ー
パ
ー
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
」
と

呼
ぶ
の
だ
そ
う
だ
。
温
暖
化
の
影
響

も
あ
っ
て
熱
帯
太
平
洋
地
域
の
海
水

温
が
高
ま
り
、
地
球
全
体
の
大
気
循

環
に
大
き
な
変
化
を
及
ぼ
し
て
い
る

と
い
う
。 

 

今
夏
、
日
本
各
地
を

襲
っ
た
豪
雨
を
は
じ

め
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お

け
る
猛
暑
、
干
ば
つ
。

中
国
と
ネ
パ
ー
ル
の
国

境
地
域
で
は
、
ヒ
マ
ラ

ヤ
山
脈
の
氷
河
が
溶
け

大
規
模
な
土
石
流
を
引

き
起
こ
し
た
。
ス
ー
パ

ー
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
は
さ

ら
に
、
地
球
の
自
転
速

度
さ
え
も
変
化
さ
せ
る

可
能
性
が
あ
る
と
い
う
か
ら
驚
く
。 

 

諸し
ょ

行
ぎ
ょ
う

無む

常
じ
ょ
う ―

―
―

 

自
然
は
変

化
の
連
続
で
あ
る
。
気
候
変
動
然
り
、

天
変
地
異
も
ま
た
然
り
。
む
し
ろ
、

こ
の
世
に
は
変
化
し
か
な
い
と
言
う

べ
き
か
も
し
れ
な
い
。 

と
も
あ
れ
、
変
化
は
過
酷
で
あ
る
。

悲
し
い
哉
、
昨
日
ま
で
の
当
た
り
前

を
次
々
に
失
っ
て
い
く
の
が
人
生
で

も
あ
る
。
自
然
も
、
社
会
も
、
自
分

自
身
で
す
ら
変
わ
る
。
無
常
で
あ
る
。 

 

我
が
宗
で
は
、
一
切
が
無
常
と
は

い
え
、
無
常
そ
の
も
の
は

不
変
。
常
住
不
壊
で
あ
り
、

金
剛
で
あ
る
と
い
う
。
そ

し
て
、
自
己
は
こ
の
世
一

切
の
変
化
か
ら
成
っ
て
お

り
（
斂れ

ん

金
剛
・
入
我
）
、

こ
の
世
一
切
の
変
化
は
自

己
か
ら
成
っ
て
い
る
（
廣こ

う

金
剛
・
我
入
）
と
観
想
し
、

自
ら
に
金
剛
な
る
仏
身
を

圓
満
さ
せ
て
い
く
。 

 

 

さ
て
人
間
は
、
変
化
と

ど
う
向
き
合
う
べ
き
か
。
一
切
が
変

化
で
あ
る
な
ら
ば
、
変
化
に
よ
っ
て

受
け
た
傷
も
ま
た
変
化
し
て
い
く
は

ず
だ
。
変
化
に
苦
し
む
よ
り
も
、
そ

の
苦
し
み
を
善
い
方
へ
変
化
さ
せ
て

い
こ
う
で
は
な
い
か
。（
龍
） 
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変 化 
ひ  と  も  し 

12 月12 日（土）午前7 時 長泉寺出発 
【旅程】長泉寺発 7:00 ＝＝＝ 西国第 28番成相寺～昼食～  

元伊勢籠神社 ～ 智恩寺・橋立神社（自由散策） ＝＝＝ 

長泉寺着 19:00頃予定  全旅程 貸切バス（トイレ付）利用 
  
今回は、京都府宮津市にある「天橋立」へ。西国第 28 番札所成相寺や元伊勢
籠神社を参拝。買物処が集う日本三文殊智恩寺および橋立神社周辺の自由
散策もあります。ぜひご一緒しましょう♪ 

参加費 16,000円/大人一人 中学生以下 4,000円 詳細は別紙参照 

長
泉
寺
杖
心
会
主
催 

檀
信
徒
日
帰
り
バ
ス
巡
礼 

 

日
本
三
景 

天
橋
立 

参
拝
の
旅 



                   

白
須
賀
観
音 

夏
ま
つ
り 

七
月
十
一
日
、
毎
年
恒
例
の

「
白し

ら

須す

賀が

観か
ん

音の
ん

夏
ま
つ
り
」
を
、
檀

信
徒
皆
様
よ
り
た
く
さ
ん
の
お
力
添

え
を
い
た
だ
き
奉
修
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
昨
年
も
参
加
者
多
数
で

し
た
が
、
今
年
は
そ
れ
を
上
ま
わ
る

約
一
、
五
〇
〇
名
も
の
方
々
に
ご
参

拝
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

当
祭
は
、
宝
永
大
地
震
（
一
七
〇

七
）
に
お
い
て
池
田
綱つ

な

政ま
さ

公
を
救
っ

た
と
伝
わ
る
白
須
賀
観
音
を
本
尊
と

し
、
一
週
間
に
わ
た
っ
て
檀
信
徒
皆

様
の
除
災
招
福
を
祈
願
す
る
法
会

「
七
日
千せ

ん

手じ
ゅ

法ほ
う

」
を
奉
修
す
る
と
と

も
に
、
そ
の
結け

ち

願が
ん

に
際
し
て
「
夏
ま

つ
り
」
を
開
催
す
る
も
の
で
す
。 

境
内
に
は
十
二
の
屋
台
が
出
店
す

る
ほ
か
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
長
泉
寺
合

唱
団
ナ
ー
ガ
、
歌
の
お
兄
さ
ん
「
あ

お
に
ぃ
」
、
う
ら
じ
ゃ
連
「
四し

季き

」、

松ま
つ

原ば
ら

徹
と
お
る

（
敬
称
略
）
の
四
組
が
出

演
し
今
年
も
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。 各

企
業
様
よ
り
ご
協
賛
を
い
た

だ
い
た
「
お
楽
し
み
抽
選
会
」
も
大

盛
況
で
、
特
に
子
ど
も
の
部
特
賞
に

は
昨
年
に
引
き
続
き
株
式
会
社
グ
ロ

ッ
プ
様
よ
り
フ
ァ
ジ
ア
ー
ノ
岡
山
選

手
サ
イ
ン
入
り
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
ご

提
供
い
た
だ
く
な
ど
、
各
種
の
豪
華

賞
品
に
大
人
に
も
子
ど
も
に
も
大
変

楽
し
ん
で
も
ら
え
ま
し
た
。 

檀
信
徒
皆
様
を
は
じ
め
、
地
域
の

方
々
、
ご
協
賛
、
ご
協
力
い
た
だ
い

た
企
業
、
団
体
の
皆
様
に
は
心
よ
り

厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

当
祭
が
檀
信
徒
、
地
域
の
皆
様
に

と
っ
て
楽
し
い
夏
の
思
い
出
に
な
っ

て
も
ら
え
た
ら
嬉
し
い
で
す
し
、
地

域
の
未
来
、
岡
山
の
未
来
、
お
寺
の

未
来
に
つ
な
が
っ
て
い
け
ば
と
願
っ

て
お
り
ま
す
。 

檀
信
徒
総
代
の
交
代 

 
第
十
六
期
檀
信
徒
総
代
会
は
六
月

二
十
五
日
、
令
和
八
年
度
総
会
を
開

催
し
、
昨
年
度
事
業
、
決
算
、
監
査

報
告
、
並
び
に
今
年
度
事
業
案
な
ど

に
加
え
、
役
員
任
期
満
了
に
つ
き
総

代
人
事
案
が
審
議
さ
れ
、
左
記
の
通

り
決
議
さ
れ
ま
し
た
。 

 ≪

第
十
六
期
総
代
会
（旧
）≫

 

総 

代 

長 
 

岩
見 

徹 

谷
万
成 

副
総
代
長 

丸
山
惣
一 

竹
田 

総 

代 
   

多
田
章
利 

津
島
新
野 

総 

代 
   

浦
上 

 

洋 

足
守 

総 

代 
   

田
口 

 

茂 

平
田 

監 

査 
        

〃 

監 

査 
   

有
松
啓
介 

西
川
原 

 

≪

第
十
七
期
総
代
会
（新
）≫

 

総 

代 

長 
 

丸
山
惣
一 

竹
田 

副
総
代
長 

多
田
章
利 

津
島
新
野 

総 

代 
   

浦
上 

 

洋 

足
守 

総 

代 
   

田
口 

 

茂 

平
田 

総 

代 
   

有
松
啓
介 

西
川
原 

監 

査 
       

〃 

監 

査 
   

大
坪
秀
一
郎 

東
島
田
町 

 



白
須
賀
観
音 

夏
ま
つ
り 

協
讃
者
ご
芳
名 

順
不
同 

敬
称
略 

 安
田
純
三 

 
 

酒
井 

勉 
  

渡
邉 

進 

渡
邉
秀
明 

 

三
宅
博
文 

 

信
部
淳
子 

家
守
徑
子 

 

谷
佐
田
正
人 

 
村
田
信
子 

前
原
幸
子 

  

福
原
政
子 

  
原
田
清
子 

稲
田
公
子 

  

小
西 

武 
    

田
中
建
治 

沖
田
武
司 

  

三
宅
益
己 

  

定
清 

勇 

土
松
良
一 

  

穐
田
哲
也 

  

清
水
恭
子 

森
川
泰
機 

  

真
部 

晃 
   

松
田
恭
子 

北
川
喜
信 

 

香
川
ひ
さ
え 

小
原
康
子 

山
下
弘
子 

  

徳
森
文
之 

  

冨
田
英
行 

奥
植
恵
子   

西
岡
和
子 

  

源
根
秀
実 

四
宮
満
子 

  

田
渕
和
邦 

  

徳
森
康
子 

中
西
勝
廣 

  

多
田
章
利   

浦
上 

洋 

佐
藤
恭
子 

  

金
森
裕
明 

  

小
川
孝
雄 

内
藤
剛
志 

  

宮
本
伸
一   

中
西
笑
子 

門 

芳
信    

山
下
日
出
夫 

豊
田 

實 

石
伊
貴
志
子 

丸
山
幸
男 

 

大
熊
峯
子 

白
神
勝
彦 

  

加
藤
知
子   

成
田
泰
浩 

谷
口
英
子 

 

朝
森
素
子 

 

嘉
数
英
美 

小
原
洋
美 

  

宗
田
裕
子  

湯
之
上
良
光 

万
代 

弘 
    

久
保
剛
一 

下
石
八
重
子 

杉
山
花
子 

  

神
原
晶
一  

速
水
睦
枝 

難
波
治
子 

  

小
林
忠
彦 

   

杉
谷
和
穂 

長
尾
好
子 

 

福
池
忠
重 

 

重
藤
美
代
子 

西
田
幸
子 

 

西
村
彌
千
代  

岡
田
美
穂 

桂
木
愛
子  

藤
森
須
美
子 

中
川
美
代
子 

中
村
久
美
子 

 

川
上
節
夫 

 

中
塚
勝
之 

矢
部
晃
明 

  

蛭
田
利
夫   

 

町
田 

侃 

浮
田
當
枝 

 

中
岡
光
夫  

東
森
智
恵
子 

田
原
義
夫 

  

森
川
雅
吉   

 

福
本
伸
一 

木
下
一
男 

  

西
方
邦
春 

   

小
林
幸
治 

小
林
賢
治 

  

田
邊
善
治   

 

笹
山
善
男 

有
松
絹
子 

  

有
松
啓
介 
   

難
波
俊
成 

三
宅
恒
夫 

  

丸
山
順
恵 

   

寺
村
昭
子 

丸
山
惣
一 

  

二
宗
輝
明    

萱
原
重
子 

津
田
千
代
美 

 
石
井
司
朗  

高
杉
泰
彦 

西
尾
新
一 

  

浜
本
忠
義    

美
舩
公
雄 

時
吉
正
志 

 

浅
尾
む
つ
眸 

 

高
見
智
子 

岩
瀬
政
孝 

 

小
林
志
保
子  
柳
井
一
秀 

田
中 

強 
    

大
西 

緑    

表
谷
久
美
子 

人
見
雅
子 

  

武
元
幸
子   

 

越
田
美
幸 

登
尾
美
行 

 

秋
庭
隆
志 

 

奥
田
千
鶴
子 

山
本
弘
敏 

  

齋
藤
忠
正   

 

本
田
君
子 

浮
田
浩
自 

  

川
合
愛
子   

 

池
本 

茂 

池
本
昌
子 

  

池
本
文
典   

 

浮
田
恭
弘 

福
間
温
美 

   

乾 

義
之    

 

垪
和 

健 

布
野 

貢 
     

奥 

昭
恵 

    

長
瀬
馨
一 

金
井
賢
治 

  

岡 

千
代
子 

 

丸
山
貴
子 

有
松
和
男 

  

中
塚
房
子 

   

國
里
誠
司 

 

石
原
縉
吾 

 

佐
山
由
美
子 

 

重
利
保
男 

 特
別
御
供 

 

池
田
厚
子 

様 
 

【お
楽
し
み
抽
選
会 

景
品
提
供
】 

㈱
Ｇ
Ｒ
Ｏ
Ｐ 

様 

㈱
池
田
動
物
園 

様 

㈱
中
原
三
法
堂 

浜
店 

様 

㈱
肉
の
ク
マ
ザ
ワ 

様 

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

岡
山
市
日
中
友
好
協
会 

様 

割
烹
か
ど
や 

様 

備
前
味
噌
醤
油
株
式
会
社 

様 

㈱
ベ
ネ
ッ
セ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス 

様 

㈱
ト
マ
ト
銀
行 

様 

フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ッ
プ
片
山 

様 

【協
力
企
業
・団
体
】 

㈱
池
田
動
物
園 

様 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

音
楽
の
砦 

様 
南
方
中
道
長
泉
寺
町
内
会 

様 

あ
い
さ
か
歯
科
医
院 

様 

サ
ン
ヨ
ー
薬
局 
南
方
店 

様 

㈱
南
方
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス 

様 

医
療
法
人 

南
方
ク
リ
ニ
ッ
ク 
様 

【運
営
補
助
】 

   

㈱
中
原
三
法
堂
浜
店 

様 
  【救

護
室
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】 

   

看
護
師 

谷
口
佳
代 

様 
  【記

録
撮
影
】 

   

ム
ー
ビ
ー
京
山 

様 

  

           

皆
様
よ
り
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
協

力
に
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
ぜ
ひ
来
年
も
お
心
を

寄
せ
て
い
た
だ
け
ま
す
と
幸
い
で
す 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

合 

掌 
  

白
須
賀
観
音 

夏
ま
つ
り 

実
行
委
員
会 

出 店 屋 台  

酒ショップ山本     南方カフェ 

九郎の途上     レストラン Ｓａｂｏｒｏｓａ 

パトラッシュＢ.Ｔ.Ｗ.     トコトコ商店 

南方中道長泉寺町内会     酵素玄米ＭＯＪＩＲＯ   

グレンデルの釜屋     やきや 

Kawazu Brewing     チキラボＰＬＵＳ南方店 

 



長
泉
寺
奉
讃
会
だ
よ
り  

長
泉
寺
「
客
殿
修
繕
お
よ
び
檀
信

徒
文
化
会
館
新
築
奉ほ

う

讃さ
ん

会か
い

（
以
下

「
奉
讃
会
」
）
は
、
現
客
殿
の
修
繕

工
事
内
容
を
詳
細
に
検
討
し
て
い
く

た
め
、
檀
家
中
の
有
識
者
で
つ
く
る

「
事
前
検
討
委
員
会
」
を
来
月
よ
り

開
催
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

ま
た
、
檀
信
徒
皆
様
に
ご
依
頼
申

し
上
げ
て
お
り
ま
す
「
奉
讃
寄
附
金
」

に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
に
多
く
の

方
々
よ
り
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。 

こ
こ
に
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
今
後
と
も
お
力
添

え
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。 

    

 

 

 

                         

                         

檀
信
徒
文
化
会
館
新
築
工
事  

奉
讃
会
は
、
今
秋
よ
り
新
築
工
事

が
始
ま
る
檀
信
徒
文
化
会
館
「
薬
園

や

く

え

ん

山
荘

ざ

ん

そ

う

」
着
工
を
前
に
、
そ
の
地
鎮
祭

と
な
る
「
土ど

公こ

う

供く

」
を
八
月
二
十
六

日
に
奉
修
し
ま
し
た
。 

猛
暑
を
鑑
み
早
朝
七
時
過
ぎ
よ
り

法
会
を
修
し
、
奉
讃
会
役
員
、
施
工

業
者
参
列
の
も
と
、
地
天
に
供
養
を

捧
げ
工
事
の
安
全
祈
願
お
よ
び
事
業

の
無
魔
成
満
を
祈
願
し
ま
し
た
。 

な
お
、
当
工
事
の
た
め
境
内
西
側

駐
車
場
は
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。 

松
井
三
平 

 

田
中
澄
子 

 

太
田
賢
治 

 

豊
田
博
敏 

 

久
保
剛
一 

 

安
達
泰
昌 

 

嘉
数
英
美 

 

山
本
弘
敏 

 

小
合
洋
子 

 

小
西 

武 
 

穐
田
哲
也 

 

中
塚
弘
章 

 

稲
田
公
子 

 

落 

洋
子 

 
 

土
松
良
一 

 

西
方
邦
春 

 

小
川
孝
雄 

 

内
藤
剛
志 

 

門 

芳
信 

 
 

中
西
笑
子 

 

湯
浅
章
夫 

 

田
邊
善
治 

 

田
邊
純
子 

 

森
本
八
重
子 

髙
見
廣
美 

 

仲
田
知
行 

 

浅
田
悦
子 

 

冨
田
英
行 

 

田
中
幸
治 

 

安
田
純
三 

町
田 

侃 
 

 

伊
山
義
晴 

 

野
﨑 

豊 
 

 

丸
山
幸
男 

 

松
原 

徹 
神
﨑
美
枝
子 

新
免
俊
子 

 

西
方
節
子 

 

矢
吹
哲
男 

 

長
瀬
馨
一 

則
兼
秀
雄 

 

大
橋
淳
男 

 

中
塚
智
美 

佐
々
木
真
由
美 

堀
川
秀
子 

小
河
原
康
雄 
中
塚
房
子 

 

影
山
雄
三 

 

池
上
交
治 

 

田
中
晴
男 

高
橋
由
夫 

 
伊
賀
禮
子 

 

有
松
和
男 

 

田
中
瑞
穂 

 

岩
見 

徹 
 

谷
口
浩
章 

 

佐
藤
恭
子 

 

大
橋
千
代
子 

森
川
長
世
子  

川
合
愛
子 

木
本 

博 
 

 

小
林
大
樹 

 

前
田
幸
男 

 

内
藤
仁
志 

 

西
田
順
彦 

杉
谷
和
穂 

 

小
林
茂
徳 

 
小
林
雄
一 

 

小
林
俊
子 

 

小
林
良
次 

 

河
﨑
邦
彦 

 

住
宅
暢
子 

 

紺
野
澄
江 

 

浮
田
恭
弘 

 

永
原
正
典 

 

小
林
一
男 

 

江
口 

功 
 

 

恩
藤
隼
一 

 

川
相 

始 
 

 

畑
井
正
勝 

大
森
和
美 

  

木
内
武
治 

 

原
田
祐
子 

 
木
村
圭
介 

 

阪
口
道
子 

田
中
建
治 

 

大
坪
秀
一
郎  

片
山
光
代 

 

加
藤
千
恵
子  

山
部
智
寿 

川
上
咲
子    

大
西
博
子 

 

井
上
栄
子 

古 

南 

仁 

士 

西
川
原 

人 

見 

雅 

子 

上
中
野 

 

特
別
協
讃
者 

ご
芳
名 

令
和
八
年
六
月
十
四
日
～
九
月
十
五
日  

敬
称
略 

奉
讃
寄
附
者 

ご
芳
名   

 

多
大
な
る
ご
協
力
に
衷
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す 

 

長
泉
寺
奉
讃
会 

令
和
八
年
六
月
十
日
～
九
月
十
七
日
受
付 

 

敬
称
略 

 



寺
子
屋
文
化
講
座  

当
山
に
て
定
期
開
講
し
て
い
る

「
寺
子
屋
文
化
講
座
」
は
、
七
月
二

十
一
日
に
五
十
八
回
目
を
開
催
。
岡

山
民
俗
学
会
名
誉
理
事
長
の
難
波

な

ん

ば

俊と

し

成な

り

先
生
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
「
ス

サ
ノ
オ
説
話
と
岡
山
」
と
題
し
て
講

話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
九
月
七
日
に
は
岡
山
市

立
中
央
図
書
館
主
査
学
芸
員
の
飯
島

い

い

じ

ま

章あ

き

仁ひ

と

先
生
に
お
越
し
い
た
だ
き
「
岡

山
の
鐘か

ね

撞つ

き

堂ど

う

」
と
題
し
て
講
話
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

い
ず
れ
も
岡
山
の
歴
史
に
精
通
さ

れ
る
お
二
人
よ
り
学
び
の
多
い
お
話

を
賜
り
、
参
加
者
皆
様
に
も
喜
ん
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

次
回
は
十
一
月
十
日
、
岡
山
県
立

博
物
館
副
館
長
の
内
池

う

ち

い

け

英
樹

ひ

で

き

先
生
を

お
招
き
し
、
宇
喜
多
直
家
・
秀
家
に

つ
い
て
の
お
話
を
い
た
だ
く
予
定
で

す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。 

檀
信
徒
合
同
盆
供
養 

 

八
月
十
五
日
、
盂う

蘭ら

盆ぼ

ん

会え

に
際
し

ま
し
て
「
檀
信
徒
合
同
盂
蘭
盆
総
供

養
法
会
」
を
玉

ぎ
ょ
く

佛ぶ

つ

堂ど

う

に
て
奉
修
し

ま
し
た
。 

今
は
亡
き
故
人
様
の
初
盆
を
迎
え

る
お
方
や
楽ら

く

陽よ

う

廟
び
ょ
う

で
ご
供
養
さ
れ

て
い
る
お
方
な
ど
、
ご
縁
あ
る
檀
家

皆
様
に
各
家
の
お
位
牌
を
ご
持
参
い

た
だ
き
、
と
も
に
各
家
精
霊
に
回
向

え

こ

う

を
捧
げ
ま
し
た
。
暑
い
中
、
ご
参
拝

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

   

施
餓
鬼
法
会 

当
山
に
お
け
る
盂
蘭
盆
会
の
結
願

「
施せ

餓が

鬼き

法ほ

う

会え

」
を
八
月
二
十
一
日
、

本
堂
に
て
奉
修
し
ま
し
た
。 

当
日
は
、
月
次
行
事
で
あ
る
弘こ

う

法ぼ

う

大だ

い

師し

縁え

ん

日に

ち

法ほ

う

会え

の
後
、
ご
参
拝
の
皆

様
と
東
方
に
向
か
っ
て
「
略

り
ゃ
く

施
餓

鬼
作さ

法ほ

う

」
を
奉
修
す
る
と
と
も
に
、

お
申
込
み
を
い
た
だ
い
た
卒そ

塔と

う

婆ば

に

流
り
ゅ
う

水す

い

加か

持じ

を
行
い
、
檀
信
徒
精
霊

に
回
向
を
捧
げ
ま
し
た
。
ご
参
拝
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

施 

主 

※
敬
称
略 

原 

田 

清 

子 


東
町 

人 

見 

雅 

子 

上
中
野 

穐 

田 

哲 

也 

楢
津 

井 

上 

正 

美 

尼
崎
市 

 

ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す 

のぼり幡奉納 

難波俊成先生 飯島章仁先生 



長
泉
寺
合
唱
団
ナ
ー
ガ 

ハ
ー
ト
フ
ル
コ
ン
サ
ー
ト 

長
泉
寺
合
唱
団
ナ
ー
ガ
（
指
導 

佐さ

々さ

木き

英ひ

で

代よ

先
生
）
は
表
題
の
コ
ン

サ
ー
ト
を
六
月
二
十
八
日
、
当
山
本

堂
で
開
催
し
、
七
十
名
を
超
え
る

方
々
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
岡
山
空
襲
忌
に

合
わ
せ
て
毎
年
開
催
し
て
お
り
、
今

年
で
四
回
目
と
な
り
ま
す
。 

今
回
は
、
「
平
和
は
地
域
の
笑
顔

か
ら
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
と
「
日

中
友
好
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
そ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
成
し
ま
し
た
。 

特
に
、
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
岡
山
市

日
中
友
好
協
会
様
に
は
共
催
団
体
と

し
て
ご
協
力
い
た
だ
き
、
友
好
都
市

で
あ
る
中
国
洛ら

く

陽よ

う

市
の
皆
様
に
も
両

国
の
平
和
を
祈
る
私
た
ち
の
想
い
を

届
け
よ
う
と
、
中
国
で
人
気
の
曲
も

歌
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
ゲ
ス
ト
出
演
し
て
下
さ
っ

た
市
内
在
住
の
張

ち
ょ
う

文ぶ

ん

さ
ん
に
は
と

て
も
素
敵
な
歌
声
を
披
露
し
て
い
た

だ
き
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
会
場
全
員

で
「
昴

す
ば
る

」
を
合
唱
。
大
き
な
拍
手
、

大
盛
況
の
う
ち
に
閉
幕
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。 

ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に

は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

な
お
、
当
コ
ン
サ
ー
ト
の
記
録
映

像
は
、
岡
山
市
日
中
友
好
協
会
様
を

通
じ
て
洛
陽
市
へ
届
け
ら
れ
ま
し
た
。 

将
棋
ク
ラ
ブ 

開
催
祝
百
回  

長
泉
寺
「
将
棋
ク
ラ
ブ
」
は
、
九

月
十
三
日
に
開
催
百
回
記
念
会
を
開

催
し
ま
し
た
。 

平
成
二
十
九
年
一
月
に
始
ま
っ
た

当
ク
ラ
ブ
は
、
毎
月
一
回
の
開
催
を

続
け
、
コ
ロ
ナ
禍
で
一
時
休
止
す
る

こ
と
な
ど
も
経
な
が
ら
、
こ
の
度
百

回
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

当
日
は
、
日
本
将
棋
連
盟
様
よ
り

倉
敷
市
出
身
の
プ
ロ
棋
士
狩か

り

山や

ま

幹み

き

生お

五
段
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
参
加
者

皆
さ
ん
へ
の
指
導
対
局
を
行
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

長
泉
寺
縁
起
③ 

 
 先

代
光こ

う

研け
ん

名
誉
住
職
が『
長
泉
寺
の

歴
史
』
（
昭
和
五
十
九
年
編
纂
）
に
掲
載

し
た
コ
ラ
ム『
長
泉
寺
五
百
年
史 

長
き

流
れ
は
い
づ
み
に
満
ち 

寺
こ
こ
に
あ
り
』

再
掲
載
の
続
き
で
す
。 

昭
和
十
三
年
九
月
、
当
時
の
当
山
住

職
・
泉

い
ず
み

大だ

い

連れ

ん

師
が
急
遷
し
、
後
住
と
し

て
宮
本
秀

し
ゅ
う

禅ぜ

ん

師
が
中
蔵
院
（
玉
野
市
北

方
）
よ
り
入
山
し
ま
し
た
。 

 

戦
時
色
、
内
外
に
た
だ
よ
う 

翌
年
、
大
師
の
済
生
の
お
し
え
と
、

少
年
保
護
法
に
も
と
づ
き
、
薄
幸
の

少
年
た
ち
の
た
め
の
施
設
「
弘
徳
学

園
」
が
市
内
、
網
浜
に
創
立
し
ま
す
。

こ
の
立
派
な
成
果
は
信
徒
の
善
意
、

住
職
の
奉
仕
に
よ
っ
た
も
の
で
す
。 

今
に
し
て
み
れ
ば
悪
法
「
宗
教
団

体
法
」
が
施
行
さ
れ
た
の
が
昭
和
十

五
年
。
こ
れ
に
よ
っ
て
多
様
な
意
見

は
封
殺
さ
れ
、
寺
院
も
政
治
的
に
単

一
化
を
や
む
な
く
し
、
戦
争
へ
の
歯

止
め
の
な
い
坂
道
を
下
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
す
。 

コ
ラ
ム 

張文さん 



こ
れ
ま
で
宗
団
は
大
正
十
四
年
、

高
野
山
と
京
都
の
仁に

ん

和な

寺じ

、
大だ

い

覚か

く

寺じ

が
合
同
し
て
「
古こ

義ぎ

真
言
宗
」 

を

名
の
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
こ
で
全

国
一
三
〇
〇
ヶ
寺
が
い
わ
ゆ
る
「
真

言
宗
」
に
一
本
化
、
真
言
宗
報
国
団

を
結
成
す
る
な
ど
し
、
い
よ
い
よ
フ

ァ
シ
ズ
ム
の
海
の
ま
っ
た
だ
中
に
浮

ぶ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

昭
和
十
六
年
に
「
大
東
亜
の
聖
戦
」

が
始
ま
る
と
、
国
民
は
未
曽
有
の
大

難
に
あ
い
ま
す
。
檀
信
徒
の
中
に
も

青
年
た
ち
が
ぞ
く
ぞ
く
と
戦
死
し
、

い
わ
ゆ
る 

「
英
霊
」
と
な
る
。
そ

の
法
名
は
一
宗
の
管
長
が
授
与
し
、

住
職
は
そ
の
腹
案
を
つ
く
る
と
い
う

ぐ
あ
い
。 

当
山
の
『
過
去
帳
』
に

英
霊
四
十
五
名
を
記
録
（
終
戦
後
の

記
載
確
か
な
ら
ず
）
、
住
職
は
『
法

要
帳
』
に 

「
無
音
凱
旋
」
「
帰
還
無

言
」
な
ど
と
書
添
え
て
い
る
の
が
印

象
的
で
す
。 

し
か
る
に
戦
況
は
悪
化
し
、
や
が

て
「
思
想
戦
」
「
宗
教
戦
」
な
ど
と

叫
ば
れ
だ
し
、
戦
勝
の
祈
願
も
な
さ

れ
ま
し
た
が
、
も
う
お
お
い
よ
う
も

な
く
疲
へ
い
し
た
都
市
に
空
襲
の
ア

ラ
シ
が
み
ま
い
ま
す
。 

昭
和
二
十
年
六
月
二
十
九
日
の
岡

山
市
空
襲
は
ぎ
せ
い
者
一
七
三
七
名

を
出
す
。
当
山
の
記
録
に
は
関
係
二

〇
名
に
至
り
ま
せ
ん
が
、
当
時
の
混

乱
ぶ
り
か
ら
も
っ
と
多
か
っ
た
よ
う

に
思
わ
れ
ま
す
。 

今
も
語
り
ぐ
さ
に
伝
わ
っ
て
い
ま

す
が
、
焼
失
こ
そ
ま
ぬ
か
れ
た
当
山

に
、
焼
死
遺
体
が
数
多
く
は
こ
び
こ

ま
れ
、
そ
の
あ
り
さ
ま
は
見
る
に
た

え
が
た
い
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
だ
煙

の
あ
が
っ
て
い
る
市
中
を
住
職
・
秀

禅
と
ご
詠
歌
連
中
は
お
経
を
と
な
え
、

鈴
を
鳴
ら
し
て
ご
供
養
し
て
ま
わ
り

ま
し
た
。 

 あ
あ 

戦
後
、
老
の
身
を
立
て 

や
が
て
終
戦
。
秀
禅
は
『
法
要
帳
』

に
つ
ぎ
の
よ
う
な
こ
と
を
誌
し
、
戦

争
へ
の
や
り
場
の
な
い
憤
り
を
ぶ
ち

ま
け
て
い
ま
す
。 

八
月
十
五
日
正
午 

降
伏
の
放
送 

ニ
驚
キ 

一
時
半
頃
帰
寺 

棚
経 

 

中
止
ス 

降
伏
の
声
に
驚
く
神
仏 

貧
生
不
論
富 

敗
将
不
語
兵 

黙
々
亦
黙
々 

如
何
日
本
刀 

貫
太
郎
が
降
伏
の
旗
お
し
た
て
て 

進
め
自
滅
へ 

と
ま
れ
墓
穴
へ 
 

国
破
れ
て
山
河
あ
り
。
昭
和
二
十

年
代
の
わ
が
国
は
す
さ
ん
だ
中
に
も

空
に
『
希
望
』
が
あ
り
ま
し
た
。 

仏
教
会
は
二
十
二
年
、
ざ
ん
げ
を

声
明
し
、
新
憲
法
の
平
和
主
義
を
守

る
こ
と
を
宣
言
し
て
い
ま
す
。  

当
山
は
二
十
一
年
、
高
野
山
真
言

宗
に
所
属
し
、
大
師
信
仰
を
涵か

ん

養よ

う

す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

そ
し
て
二
十
二
年
の
春
、
備
前
の

宗
務
支
所
長
に
な
っ
た
住
職
秀
禅
は

西
尾
島
一
、
星
島
儀
兵
衛
、
服
部
和

一
郎
の
各
枢
議
を
と
も
な
い
、
高
野

山
の
万ま

ん

灯と

う

会え

に
参
り
ま
す
。 

 

戦
死
者
の
滅
罪
・
生
善
を
祈
り
、

奥
の
院
に
「
昭
和
の
灯
」
が
献
じ
ら

れ
た
の
は
こ
の
と
き
で
す
。 

や
が
て
ご
詠
歌
も
復
活
。
岡
山
地

方
本
部
で
増
田
、
佐
野
、
生
田
さ
ん

ら
が
こ
の
道
に
い
そ
し
ん
だ
こ
と
で

す
。  昭

和
二
十
六
年
、
秀
禅
は
二
期
目

の
支
所
長
を
董と

う

し
ま
す
。
翌
年
、
現

行
の
宗
教
法
人
法
が
ス
タ
ー
ト
し
、

信
教
の
自
由
、
政
教
の
分
離
が
定
ま

り
ま
す
。
檀
家
総
代
に
福
原
長
蔵
、

本
郷
半
次
郎
、
金
田
堯
氏
。
責
任
役

員
に
安
達
秀
吉
、
浦
上
健
吉
氏
が
就

任
し
て
い
ま
す
。  

し
か
る
に
直
接
、
戦
火
を
あ
び
な

か
っ
た
当
山
で
す
が
、
焼
け
だ
さ
れ

た
ひ
と
た
ち
が
寺
内
に
住
い
し
、
老

僧
が
ひ
っ
そ
り
孤
塁
を
守
る
よ
う
に
、

や
が
て
来
る
べ
き
「
中
興
」
の
機
を

待
っ
て
い
ま
し
た
。  

次
号
に
続
く 

宮本秀禅師 



岡
山
県
立
博
物
館 

特
別
展 

「
宇
喜
多
直
家
と
秀
家
」に
つ
い
て 

〜
『
備
前
軍
記
』
の
紹
介
と
あ
わ
せ
て
〜 
                    

 

   

        

 

             

                         

   

    

                   

             

長泉寺の公式ホームページをぜひご活用下さい    

住職のブログ 月次行事 文化教室のご案内など お寺の様々な情報がご覧になれます 

将 棋 ク ラ ブ 
  
毎月一回 客殿で開催中 参加無料 

 

■101回目 

10 月12 日（月祝） 13：30－16：00 
 

■102回目 

11 月3 日（火祝） 13：30－16：00 
 

いつも集まったメンバーで楽しくやっていま

す。どなたでもお気軽にご参加ください。 

長泉寺 南方          

永
代
供
養
「
樂
陽
廟
」
合
同
追
悼
法
会 

春 

秋 

祭 
月 

 
 

日
（
土
）  

時
～  

於 

玉
佛
堂 

 

ご
縁
の
あ
る
御
方
に
は
、
お
繰
り
合
わ
せ
ご
参
拝
下
さ
い
。 

霜月大師ご縁日 
１０:００ 大師縁日法会 

       法話・写経 

併修「長泉寺文化祭」 

11 

21 

11 

◇◆◇◆◇◆◇◆ 長泉寺文化教室 ◆◇◆◇◆◇◆ 

長泉寺合唱団ナーガ 第 2,3,4月曜 10時～12時 

      金剛流御詠歌会 毎週火曜 10時～12時 

       御室流華道教室 毎月 1回 

           写経会 毎月 8日、21日 10時 

          書の会 毎月 1回 

        将棋クラブ 毎月 1回 

      寺子屋文化講座 隔月 1回 

◇◆◆◇◆◇ お気軽にお問い合わせください ◇◆◇◆◇◆ 

 

奉讃寄附金 一口 ５万円也 特別協讃金 一口 １００万円也 
  
いずれの御奉納に対しましても 記念御札、ならびに記念品を贈

呈させていただきます。「特別協讃金」をご奉納いただいた御方

には その御芳名を石板に刻し 当山境内に永代掲示させていただ

きます。      

≪ 振 込 先 口 座 ≫ 

「長泉寺客殿修繕および檀信徒文化会館新築奉讃会」 

または 「長泉寺奉讃会（チョウセンジホウサンカイ）」 

トマト銀行 本店営業部 普通預金 口座番号 2391362 
    

受付期間 令和８年３月～令和１０年１２月末 

奉讃ご寄附のご案内 

 

11 月10 日 (火)  

19：00～20：30  於：長泉寺本堂  
参加ご希望のお方はお電話でお申込み下さい。 

 

講
師 

内
う

ち

池
い

け

英
ひ

で

樹 き 

先
生 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

岡
山
県
立
博
物
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副
館
長 


